
実施
報告

　

信
州
大
学
出
前
講
座
＆
飯

山
雪
国
大
学
千
曲
川
学「
地
形・

地
質
が
語
る
大
地
の
生
い
立
ち

（
北
信
版
）
〜
千
曲
川
を
訪
ね

て
学
ぶ
〜
」
が
、
10
月
15
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

信
州
大
学
准
教
授
の
竹
下

欣
宏(

よ
し
ひ
ろ)

先
生
を
お

迎
え
し
、
東
御
市
か
ら
立
ヶ
花

ま
で
移
動
し
な
が
ら
千
曲
川
を

観
察
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
普
段
何
気
な
く

見
て
い
る
地
形
が
千
曲
川
の
流

れ
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

や
、
河
原
の
石
こ
ろ
に
は
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
先

生
の
説
明
を
受
け
て
地
層
や
河

原
の
石
を
じ
っ
く
り
と
眺
め
た

り
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
が
、
千
曲

川
の
歴
史
や
地
層
の
特
徴
に
つ

い
て
質
問
す
る
場
面
も
あ
り
、

千
曲
川
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

講
座
に
な
り
ま
し
た
。

地
形
・
地
質
か
ら
千
曲
川
を
学
ぶ

実施
報告報告
友
の
会
視
察
研
修
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
！

真
田
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
へ
、
松
代
探
訪
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飯山市公民館
Ins tagram を
始めました。
フォローを
お願いします

　

10
月
28
日
、
友
の
会
会
員

17
名
の
皆
さ
ん
に
事
務
局
2

名
も
同
行
し
、
長
野
市
松
代
町

へ
秋
の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。真
田
氏
ゆ
か
り
の
寺
院「
大

鋒
寺
」「
長
国
寺
」、
そ
し
て
午

後
か
ら
は
真
田
宝
物
館
と
そ
の

周
辺
を
地
元
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の

案
内
で
見
学
し
ま
し
た
。
各
寺

院
の
ご
住
職
や
地
元
ガ
イ
ド
さ

ん
の
丁
寧
な
説
明
に
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
積
極
的
に
質
問
す

る
な
ど
充
実
の
研
修
に
な
り
ま

し
た
。

【
参
加
者
の
ご
感
想
（
一
部
抜
粋
）】

「
松
代
へ
は
何
度
も
足
を
運
ん

で
い
た
が
、
新
た
な
側
面
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」

「
大
鋒
寺
・
長
国
寺
に
て
特
別

に
御
霊
屋
（
お
た
ま
や
）
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
と
て
も
良
か

っ
た
」

「
今
後
、
幕
末
の
飯
山
城
と
松

代
城
の
か
か
わ
り
を
学
ん
で
い

き
た
い
」

「
千
曲
川
学
」
現
地
学
習
開
催

足元の地層を紹介する竹下先生森将軍塚古墳から見える地形の解説を聞きました

実施
報告

講
堂
い
っ
ぱ
い
の
作
品
・
日
々
の
成
果
発
表
の
舞
台

第
44
回
飯
山
市
青
少
年
芸
術
祭
開
催

たくさんの見学者が訪れました（展示）
　

第
44
回
飯
山
市
青
少
年
芸

術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
は
10
月
21
日
、

22
日
の
2
日
間
、
飯
山
市
公
民

館
講
堂
で
行
わ
れ
、　
市
内（
飯

水
）
の
小
中
学
生
が
制
作
し
た

絵
画
・
習
字
と
工
作
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

見
学
者
は
一
つ
一
つ
の
作
品

を
じ
っ
く
り
と
眺
め
て
い
ま
し

た
。
家
族
で
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
お

子
さ
ん
の
作
品
を
探
し
た
り
、

常盤小学校 2年生による音楽物語「スイミー」（舞台）

自分の作品探し（展示） 工作など立体作品（展示）

作
品
の
前
で
記
念
撮
影
を
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
に
は
飯
山
市
文

化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
舞
台

部
門
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が

合
唱
や
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
授
業
で
習
っ
た
題

材
や
日
頃
の
練
習
成
果
を
舞

台
で
発
表
し
、
観
客
の
皆
さ
ん

が
手
拍
子
で
盛
り
上
げ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

長国寺御霊屋の前で記念撮影

飯山城下町を歩く飯山城下町を歩く
シ
リ
ー
ズ

　平成４年、飯山城跡の西端部に飯山市弓道場の建設が行われることに
伴い、初めて飯山城跡発掘調査が行われました。古絵図や古文書によると、
弓道場建設予定地は近世には南中門（みなみなかもん）、番所（ばんしょ）、駕
籠（かご）部屋が描かれている場所です。当初は明治以降の開墾や解体な
どによって城の遺構はほとんど残されていないと考えられましたが、調査
の結果、絵図等と規模や配置がほぼ一致する建物の遺構が発見されました。
　南中門は南大手門から帯曲輪（おびくるわ）を登って2番目にくぐる門で、
調査では栗石（くりいし）や雨落ち跡が確認されました。間口5間、奥行2
間半、下坪約30坪の建物で、古文書の記述と同規模でした。現在は盛土
で保存した上に礎石を復元展示しています。南中門の左手に付随して建て
られた番所跡は、約20坪の建物であることが分かり、これも古文書とほ
ぼ同様の規模でした。南中門をくぐり広い空間を隔てて正面に駕籠部屋が
あります。発見された栗石から推定すると、間口6間、奥行2間で細長い
建物であることが分かりました。
　発掘調査では城内で使用された暮らしの品々が発見されました。その多
くは近世後期の18～19世紀に位置づけられるもので、日常食器である茶
碗、皿をはじめ土鍋やすり鉢、徳利（とっくり）や盃などが発見されました。
このほか天保通宝などの銭貨や鎌、砥石（といし）などもあります。変わっ
たものでは鳩笛（子ども向けの玩具）が見つかっています。

実施
報告

　10月 15日、「寺めぐりハイキング」が
開催されました。飯山公民館と飯山市公
民館の共催事業であるこのイベントは、
“寺のまち・飯山“のたくさんのお寺を歩
いてめぐり、ふるさとの魅力を発見する
とともに、住民の皆さんの健康増進を図
ることを目的に毎年開催しており、飯山
地区内の 20 のお寺を 3年間かけて踏破
しています。今年は愛宕町・奈良沢・肴
町のお寺と展示試作館を回りましたが、
このイベントのためにお堂を開けてくだ
さったお寺さんもあり、貴重な寺宝も見
ることができた参加者は大喜び。時折小
雨も降るなか、市民学芸員の先生の説明
に熱心に耳を傾け、質問も寄せながら、「雪
国の小京都」の魅力を堪能しました。

寺めぐり
寺めぐりでふるさとの魅力を発見

ハイキング開催

発掘調査で発見された飯碗（めしわん） 鳩笛

城北中学校吹奏楽部による演奏（舞台）



飯山市公民館 　　℡ 62-3342問

【
初
め
て
の
米
作
り
】

　
今
年
初
め
て
自
分
の
米
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
近
所
の
精
米
所
で

働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
て
米
作

り
の
基
本
を
教
わ
り
、
い
つ
か

自
分
で
も
や
っ
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
近
所
の

農
家
さ
ん
の
後
押
し
も
あ
り
念

願
の
田
ん
ぼ
を
始
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
絵
を

描
い
て
い
る
の
で
す
が
、
感
性

を
深
め
る
い
い
機
会
に
も
な
る

と
思
い
米
作
り
を
手
作
業
で
行

っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
人
力
で
の
田
起
こ
し
や
代
掻

き
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
時
間

が
か
か
り
、
作
業
の
途
中
で
鍬

（
く
わ
）
の
柄
が
折
れ
て
し
ま
っ

た
時
は
、
気
持
ち
も
折
れ
そ
う

に
な
っ
た
り
、
田
植
え
で
は
泥

ま
み
れ
に
な
っ
た
り
も
し
ま
し

た
が
、
自
然
の
中
で
の
作
業
、

土
と
触
れ
合
う
時
間
は
心
地
良

か
っ
た
で
す
。

　
水
や
り
や
草
と
り
が
日
課
に

な
り
、
時
間
の
流
れ
と
と
も
に

変
化
し
て
い
く
田
ん
ぼ
の
様
子

を
絵
に
描
い
て
、
稲
の
生
育
を

観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
田

ん
ぼ
は
色
々
な
生
物
の
住
処
に

も
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
補
食

し
に
や
っ
て
く
る
動
物
も
い
て

生
き
物
の
観
察
を
で
き
た
こ
と

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
夏
に

は
緑
色
の
稲
が
生
い
茂
り
、
風

に
ゆ
れ
る
稲
の
こ
す
れ
合
う
音

や
虫
の
鳴
き
声
な
ど
音
も
楽
し

む
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
秋
、
黄
金
色
に
輝
く

田
ん
ぼ
。
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
鎌
で
一
株
ず

つ
刈
取
り
、
は
ぜ
掛
け
に
し
ま

し
た
。
刈
り
取
っ
た
稲
の
束
か

ら
心
地
良
い
こ
う
ば
し
い
香
り

が
し
て
、
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た

達
成
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

【
生
活
や
感
性
を
豊
か
に
】

　
今
は
ま
だ
乾
燥
中
で
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

ま
だ
作
業
が
残
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
あ
と
も
う
少
し
な
の
で

楽
し
み
な
が
ら
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
初
め
て
の
米
作
り
を

行
っ
た
経
験
は
大
変
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
僕
の
生
活
や
感
性

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
自
然
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
飯
山
で
の

生
活
、
農
作
業
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た

の
も
、
い
つ
も
優
し
く
見
守
っ

て
く
れ
た
近
所
の
農
家
さ
ん
達

の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
筆
者
紹
介
】

　
青
木
農
（
み
の
り
）
さ
ん
は
、

昭
和
63
年
10
月
3
日
生
ま
れ
、
大

阪
府
堺
市
出
身
の
画
家
で
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
な
ど

も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
柏
尾
に
移

住
し
て
2
年
目
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　（
瑞
穂
公
民
館
）

初めてのウクレレ　弾き語り講座

令和 5年度

受講生募集後期成人講座
　飯山市公民館では、市内に在住またはお勤めされている成人の方を対象に成人講座を開催します。趣味作りや健康
増進、交流の場作りなど目的はさまざまですが、みんなで楽しく学びませんか。
　後期成人講座第 2弾 ( 日本酒講座等 )も準備中です。12月号に掲載します。

包丁を握ったことのない未経験者でも気軽に肩ひじを張らず
楽しく参加できます。生姜焼き他 4品を作ります。

シニアのスマイルスマホ講座
70 歳以上の方を対象としたスマホ講座。メールやQRコード、
LINE などの基本的な操作を学びます。アンドロイドスマホを
ベースに行います。個別質問も対応（当日の質問はあらかじめ
メモ書等でご用意ください。）

チラシも楽々！
デザインツールセミナー

行事の案内やチラシ、掲示用 POP などの「紙もの」をよく作る
方、必見！無料で使える便利な「デザインツール」の使い方をレ
クチャーします。これがあれば誰でも簡単にデザインできちゃう！
伝わりやすいデザインのコツもお教えします。

◆日程 12/9（土）、12/16（土）、1/13（土）
◆時間　　18:00 ～ 19:30
◆場所 飯山市公民館　101会議室
◆定員 10 名 
◆受講料 600 円（3回分）
◆持ち物 （持参可能な方は）パソコン

【講師】桒原英里子さん
◆日程 12/15（金）
◆時間 10:00 ～ 12:30
◆場所 いいやま女性センター未来　料理講習室
◆定員      8 名
◆受講料 200 円
◆材料費 1,000 円
◆持ち物 エプロン、三角巾、マスク

家族のために！自分のために！男性料理教室

　 Cooking Lesson for MEN!!!

【講師】高橋美佐子 さん

◆日時 12/6（水）　10:00 ～12:00・13:00 ～15:00
　　　　　12/13（水） 10:00 ～12:00・13:00 ～15:00
               （同じ内容で４回開催します）
◆場所 飯山市公民館　101会議室
◆定員 各回 8名（お1人１回のお申込となります）
◆受講料 200 円
◆持ち物 今お使いのスマートフォン

【講師】西岡和敏 さん
 （飯山市役所　ＤＸ推進マネージャー）

小さなかわいい楽器、ウクレレを弾いて歌って楽しみません
か？楽譜が読めなくても大丈夫！ 1回の講座ごとに 1曲、誰
でも簡単に弾けて楽しめる曲をレクチャ―します。

【講師】藤原裕美子 さん
◆日程 12/11（月）、12/18（月）、12/25（月）
◆時間 19:00 ～ 20:30　(12/25 は 19:00 ～ 21:00）
◆場所 飯山市公民館　音楽室（12/11 のみ、101会議室）
◆定員 10 名 
◆受講料 600 円（3回分）
◆持ち物 筆記用具、
　　　　　（持っている方は）ウクレレ

「
米
作
り
」

瑞
穂
地
区
　
青
木
　
農

  ふるさと館たいけん工房⑦参加者
募集

◆日　時：12月 16日（土）10:00 ～ 11:30
◆場　所：飯山市ふるさと館
◆講   師：佐藤 佑康さん（ふるさと館市民学芸員）
◆対   象：市内小学生以上（大人・親子もご参加いただけます）

　申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030　月曜休館 問

◆定　  員：２０名
◆参 加 費 ：無料
◆持 ち 物：ハサミ
◆申込締切：12月10日（日）

手軽にできる　クリスマス料理
家庭で手軽にでき、しかも、クリスマスのメインになれる料理を
お教えします。

【講師】藤澤芳彦 さん
（Kitchin  Fujine)

◆日程 12/8（金）
◆時間 19:00 ～ 20:30
◆場所 飯山市公民館 料理実習室
◆定員 10 名 
◆受講料 200 円
◆材料費 1,500 円
◆持ち物 エプロン、マスク

成人講座の申込
フォームはこちら
　（全講座共通）

◆下のＱＲコードもしくは電話でお申込みください。
◆各講座は先着順ではありません。申込数が
　定員を超えた場合は抽選となります。
◆講座のお申し込みは最大３講座まで
　です。
◆対象は、飯山市内在住もしくは
　市内にお勤めの方です。

受付期間 :11/20（月）～11/30（木）

講座のお申込みについて
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臨時休館のお知らせ
　企画展終了に伴う展示替えのため、次
の4日間は臨時休館となります。皆さま
のご理解をお願いします。
◆期間：11/28（火）～12/1（金）
※11/27（月）は通常休館日

お知
らせ

◆休 館 日　毎週月曜日（月曜祝日の場合翌平日）、12/29 ～ 1/3
◆入 館 料　大人 300 円　小中学生 200 円（市内小中学生は無料）

飯山市美術館 ℡ 62-1501 問

　企画展終了後の飯山市美術館では、後期コレクション展示として飯山市に
縁のある作家の作品60点～70点を展示します。飯山市名誉市民の長谷川青
澄の日本画作品の他、相原求一朗、佐藤武造の油彩画や水彩画も展示します。
皆さまのご来館をお待ちしています。（会期：12/2～）

 ～お正月に向けて～
さあ、今年も！手作りのしめ縄で新年
を迎えましょう！ しめ縄作り

後期コレクション展示が始まります 飯 山 市 美 術 館 よ り



◇
木
島
地
区
文
化
祭
・

　
木
島
地
区
一
周
駅
伝
大
会
開
催

　

10
月
28
日
、
29
日
の
２
日

間
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
術
展
の
作
品
展
示
と
し

て
、
木
島
保
育
園
、
木
島
小
学

校
、
飯
山
養
護
学
校
の
他
、
個

人
、
団
体
サ
ー
ク
ル
の
方
々
か

ら
数
多
く
の
出
品
を
い
た
だ
き

大
変
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
る
展
示
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
島
地
区
農
業
再

生
セ
ン
タ
ー
、
木
島
里
芋
研
究

会
様
よ
り
ふ
る
ま
わ
れ
た
芋
煮

も
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

29
日
は
各
集
落
か
ら
10
チ

ー
ム
が
参
加
し
地
区
一
周
駅
伝

大
会
が
行
わ
れ
、
野
坂
田
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭

　

10
月
29
日
、
瑞
穂
公
民
館

を
主
会
場
に
、『
瑞
穂
地
区
文

化
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
、
瑞
穂

地
区
駅
伝
大
会
を
開
催
し
、
他

に
も
ビ
ン
ゴ
大
会
や
お
楽
し
み

抽
選
会
、
２
階
大
広
間
で
の
学

童
、
園
児
や
一
般
の
方
々
の
作

品
展
示
の
ほ
か
、
玄
関
わ
き
に

は
、
例
年
の
通
り
大
菊
花
展
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
づ
く
り
講
習
会
参
加
者

の
力
作
も
含
め
て
、
と
こ
ろ
せ

ま
し
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
駐
車
場
付
近
で
は
、
消
防
自

動
車
の
展
示
も
あ
り
、
子
供
た

ち
が
運
転
席
に
乗
っ
て
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
玄
関
を
入
る
と
、
区
長
会
３

役
担
当
の
お
楽
し
み
抽
選
会
が

あ
り
、
時
折
大
当
た
り
の
鐘
が

鳴
り
そ
の
た
び
に
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

◇
富
倉
地
区
第
３
回
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

　

10
月
15
日
、
朝
か
ら
小
雨

が
降
り
続
き
会
場
も
寒
く
、
今

季
初
の
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
つ

け
て
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
15
名
の
参
加
者
が
お

り
、
繰
り
出
す
プ
レ
ー
に
笑
い

あ
り
と
運
動
不
足
解
消
に
繋
が

り
、
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

木
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公
民
館
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６
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６
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６
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◇
外
様
地
区
文
化
祭

　

10
月
28
日
、
29
日
に
外
様

公
民
館
で
地
区
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。生
け
花
や
手
芸
、

写
真
や
ち
ぎ
り
絵
な
ど
地
区
の

方
々
の
力
作
に
加
え
、保
育
園・

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
さ

ま
ざ
ま
な
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。

　
来
場
者
は
、
出
来
栄
え
に
感

心
し
た
り
、
子
ど
も
の
作
品
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た

り
と
思
い
思
い
に
楽
し
み
、
作

品
鑑
賞
の
あ
と
は
、
く
じ
引
き

や
わ
た
あ
め
の
ふ
る
ま
い
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

◇
高
齢
者
と
子
ど
も
の
集
い

　
「
し
め
縄
を
作
ろ
う
」

　
自
分
で
作
っ
た
し
め
縄
を
飾

っ
て
お
正
月
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

たくさんの作品を展示しました

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
、
ご
近

所
お
誘
い
合
わ
せ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
12
月
3
日
㈰
午
前
9
時
〜

　
外
様
公
民
館

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

◇
令
和
5
年
学
習
講
座

　
〜
秋
の
寄
せ
植
え
講
座
〜

　

10
月
21
日
、
い
い
や
ま
ガ
ー

デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
山

本
浩
二
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
講
座
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
か
わ
い
ら
し
い
寄
せ
植
え
が

完
成
す
る
と
受
講
者
か
ら
歓
声

が
あ
が
り
、こ
の
日
12
人
の
「
多

肉
女
子
」（
多
肉
植
物
の
魅
力

に
は
ま
る
人
）
が
誕
生
し
ま
し

た
。

多肉植物の解説もありました

◇
太
田
地
区
文
化
祭
を
10
月

     

29
日
に
開
催
し
ま
し
た
！

　
地
区
の
皆
さ
ん
や
児
童
・
園

児
の
作
品
な
ど
の
展
示
の
他
、

甘
酒
の
ふ
る
ま
い
や
公
民
館
の

屋
台
も
盛
況
で
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
景
品
目

当
て
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
駄
菓
子

つ
か
み
ど
り
に
興
じ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
同
日
開
催
予
定
の
公

民
館
長
・
安
協
支
部
長
杯
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
雨
天
の

た
め
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

園児のお絵かきや工作

◇
岡
山
地
区
運
動
会　

　
　
　
　
　
　
苦
渋
の
決
断

　

平
成
30
年
度
以
来
と
な
る

開
催
を
楽
し
み
に
、
10
月
29
日

の
本
番
に
向
け
て
、
岡
山
公
民

館
一
同
準
備
を
進
め
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
会
場
内
に
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
を
発
見
。
し
ば
ら

く
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
が
、

蜂
の
活
動
は
収
ま
る
気
配
が
な

く
、
参
加
者
の
安
全
確
保
を
最

優
先
に
考
え
、
中
止
と
決
断
し

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
と
い

う
意
味
合
い
か
ら
も
、
ぜ
ひ
開

催
を
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
自
然
の
驚
異
を
改
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
で
し

た
。

たくさんの人が展示を見学しました

ストラックアウトに挑戦！

駅伝スタート！

太
田
公
民
館

℡
６
5- 

4
5
7
9

常
盤
公
民
館

℡
６
2- 

3
2
0
0
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時場時場

　

来
る
11
月
26
日
㈰
午
後
３

時
か
ら
恒
例
の
、『
年
越
し
そ

ば
打
ち
講
習
会
』
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
ぼ
く
ち
蕎

麦
の
受
講
生
も
例
年
以
上
に
募

集
中
で
す
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭
・

　
　
　
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
開
催

　
10
月
21
日
・
22
日
と
柳
原
地

区
文
化
祭
が
柳
原
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品

展
示
や
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
絵

画
や
書
、
編
み
物
、
カ
ゴ
・
小

物
な
ど
を
作
る
サ
ー
ク
ル
の
作

品
が
並
び
、
来
場
者
は
見
事
な

出
来
栄
え
に
感
心
し
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
22
日
に
は
初
め
て
集

落
対
抗
の
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
６
集
落
か
ら
参

加
が
あ
り
、
笹
川
が
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

ル
ー
ル
が
簡
単
で
屋
内
で
で
き

そ
う
な
の
で
、
自
分
の
集
落
で

も
や
っ
て
み
た
い
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
会
育
成

会
に
よ
る
「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
橋
貴
世
（
き
み
よ
）
先
生
を

お
招
き
し
、「
Ａ
4
コ
ピ
ー
用

紙
で
作
る
紙
飛
行
機
」
の
折
り

方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
長
い
時
間
飛
ぶ
滞

空
タ
イ
プ
と
長
い
距
離
を
飛
ぶ

距
離
タ
イ
プ
な
ど
、3
種
類
を
、

1
工
程
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
教
え

て
い
た
だ
き
、
丁
寧
に
角
を
あ

わ
せ
た
り
き
ち
ん
と
折
っ
た
り

し
、
先
生
か
ら
も
ら
っ
た
カ
ラ

ー
ペ
ン
で
自
分
の
マ
ー
ク
を
書

き
入
れ
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
テ
イ
ク
オ
フ
！

「
1
，
2
の
3
！
」
で
そ
れ
ぞ

れ
の
紙
飛
行
機
を
飛
ば
し
、
色

と
り
ど
り
の
紙
飛
行
機
が
体
育

館
の
中
に
舞
い
ま
し
た
。
よ
く

飛
ぶ
も
の
や
ク
ル
リ
と
回
っ
て

し
ま
う
も
の
、
残
念
、
す
ぐ
墜

落
し
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
、

飛
ば
し
方
を
工
夫
し
た
り
翼
の

角
度
を
調
整
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

◇
飯
山
公
民
館
体
験
教
室

   「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」

自
然
の
木
の
実
を
使
っ
た
本

格
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
３
日
㈰
午
前
９
時
〜

飯
山
市
公
民
館
２
階
講
堂

講
師
：
丸
山
真
一
郎
先
生

　
（
長
野
県
林
業
大
学
校
）

※
小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
隣
組
回
覧
さ
れ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
は
飯
山
小
学
校
の
児

童
の
皆
さ
ん
に
も
配
布
し
ま
す
。

◇
紙
飛
行
機
を

　
　
　
　
作
っ
て
飛
ば
そ
う

　
子
ど
も
会
育
成
会
主
催
、
公

民
館
共
催
の
「
紙
飛
行
機
を

作
っ
て
飛
ば
そ
う
」
を
10
月
21 

日
、
秋
津
小
学
校
で
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
模
型
飛
行
機
の

世
界
選
手
権
に
も
出
場
し
て
い

る
飛
行
機
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、

秋
津
公
民
館

℡
６
2- 

2
3
3
0

飯
山
公
民
館

℡
６
2- 
3
3
4
2

時場時場

対戦相手決定 !

皆で一斉に飛ばしました

初めてのボッチャ
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と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

９
月
30
日
㈯
・
10
月
１
日

㈰
の
両
日
、『
学
び
の
エ
リ
ア

秋
ま
つ
り
』
と
あ
わ
せ
て
『
と

し
ょ
か
ん
ま
つ
り
』
が
開
催
さ

れ
、
ど
の
会
場
も
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

復
活
し
て
ほ
し
い
と
要
望

が
あ
っ
た
「
へ
ん
し
〜
ん
！
」

で
は
、
お
子
さ
ん
た
ち
が
衣

装
を
着
て
、
物
語
の
主
人
公

に
な
り
き
り
ま
し
た
。
プ
リ
ン

セ
ス
の
ド
レ
ス
や
戦
国
武
将
の

甲
冑
な
ど
を
身
に
ま
と
い
大

変
身
！
ポ
ー
ズ
を
き
め
て
写

真
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
で
は

射
的
で
遊
ん
だ
り
、
絵
本
に

出
て
く
る
仲
間
を
集
め
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
と

『
お
ま
つ
り
』
ら
し
さ
が
あ
り
、

に
ぎ
や
か
な
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で

講
演
さ
れ
た
、
き
む
ら
ゆ
う

い
ち
さ
ん
の
絵
本
を
読
む
「
お

は
な
し
ひ
ろ
ば
」
と
「
か
ん
た

ん
工
作
」、
毎
年
人
気
の
「
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
や
「
お
菓

子
つ
り
」
で
も
お
客
様
の
楽

し
そ
う
な
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
ご
協
力
に
も
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
お
ま
つ
り
に
な

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

▲絵本の仲間、全部集められるかな？

絵
本
で
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

　

去
る
10
月
21
日
㈯
の
午
前
、

第
１
回
い
い
や
ま
菜
の
花
文

庫
（
仮
称
）
活
用
検
討
委
員

会
が
飯
山
市
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
会
の
趣
旨
、

図
書
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
経
過
な
ど
を
事
務
局

か
ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
か
ら
活
発

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
面
は
、
寄
贈
さ
れ
た
図
書

を
子
ど
も
た
ち
に
貸
し
出
せ

る
よ
う
、一
冊
ず
つ
埃
を
拭
く

作
業
が
必
要
と
の
意
見
が
多

く
、
翌
週
の
25
日
㈬
に
検
討

委
員
会
の
皆
さ
ま
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
拭
き
作
業
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲プリンセスに
　　大へんし～ん！

▲本のクリーニング作業の様子

おおきい
えほん

パネル

シアター

たのしい
てあそび

クリスマスおはなし会
12 月 3 日 （日） 10 ：30 ～

図書館 ３階

多 目 的 室

遊びに来てね！

待ってるよ～ ‼

予約不要です

みんな

趣
　
味
・
実
　
用

知
り
た
い
こ
と
図
鑑

み

っ

け

が
ん
ば
ら
な
か
っ
た
逆
偉
人
伝
　
日
本
史
編

加
来 

耕
三

御
成
敗
式
目

佐
藤 

雄
基

歌
と
名
作
で
楽
し
む
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
で
シ
ア
タ
ー
あ
そ
び

井
上 

明
美

働
く
車
分
解
図
鑑

ク
ル
マ
解
剖
研
究
所

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
経
済
学
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１コース 水曜日
北原・常盤方面

２コース 金曜日
戸狩・西大滝方面

３コース 水曜日
温井・秋津方面

４コース 金曜日
太田・富倉方面

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
巡
回
時
間

北原コミニティーセンター
10:00 ～ 10:20

老人ホームてるさと
10:00 ～ 10:20

温井多目的交流センター
10:00 ～ 10:20

外様活性化センター
9:50 ～ 10:10

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸隠農業生活改善センター
10:30 ～ 10:50

戸狩区コミュニティーセンター
10:30 ～ 10:50

蕨野 ふるさと館
10:30 ～ 10:50

今井生活改善センター
10:30 ～ 10:50

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
下水沢公民館
10:55 ～ 11:15

大深みつわや前 (旧 JA倉庫 )
10:55 ～ 11:15

スキー場五荷駐車場
10:55 ～ 11:15

柳沢公会堂
11:00 ～ 11:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
小沼倉科商店前
11:20 ～ 11:40

Aコープみゆき店
11:30 ～ 11:50

顔戸公会堂
11:25 ～ 11:45

小境北停留所（1～3月休止）

11:25 ～ 11:45

ふっくら工房ふるさと前
13:20 ～ 13:40

西大滝農村研修集会施設
14:00 ～ 14:20

中山根集落センター
13:25 ～ 13:45

富倉地区活性化センター
13:40 ～ 14:00

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
坂井多目的集会所
13:45 ～ 14:05

藤沢多目的集会所
14:25 ～ 14:45

上組集落センター
13:55 ～ 14:15

藤ノ木活性化支援センター
14:20 ～ 14:40

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸那子構造改善センター
14:15 ～ 14:35

桑名川 馬場集会所
14:50 ～ 15:10

深沢農業生活改善センター
14:25 ～ 14:45

笹川公民館
14:50 ～ 15:10

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
福島生活改善センター
14:45 ～ 15:05

岡山地区活性化センター
15:15 ～ 15:35

新田公会堂
14:50 ～ 15:10

南条農業生活改善センター
15:15 ～ 15:35

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
神戸公民館

15:15 ～ 15:35
桑名川 和水研修集会所
15:40 ～ 16:00

秋津中央区集会所
15:20 ～ 15:40

小佐原農業生活改善センター
15:40 ～ 16:00

⬇ ⬇ ⬇
関沢農業生活改善センター
15:45 ～ 16:05

大久保地域交流センター
15:45 ～ 16:05

曙町 水上団地集会所
16:10 ～ 16:30

⬇ ⬇  
常盤小学校

16:15 ～ 16:35
中町地域交流センター
16:10 ～ 16:30

移動図書館車ゆきつばき号 巡回日程表

巡
回
日

12 月 13日・27日
 1 月 17日・31日

12月 1 日・15日
 1 月 5 日・19日

12月 6 日・20日
 1 月 10日・24日

12月 8 日・22日
 1 月 12日・26日

※令和 6年 2月以降の巡回日程等は 1月号に掲載予定です 

【R5 年 12 月・R6 年 1月】旬の本☆話題の本☆意外な本

らいぶらり
ブックレビュー

『かがくいひろしの世界』

ブロンズ新社
　子どもたちに人気の『だるま
さんが』の作者かがくいひろし。
2005 年 50 歳で絵本作家として
デビューし、2009年54歳で逝去。
その間に発刊された本 16冊。
　そして本書は 2023 年 6 月～
12 月に開催の「日本中の子ども
たちを笑顔にした 絵本作家かが
くいひろしの世界展」の公式図録
として刊行され、残された絵本の
原画やたくさんのラフ、独特のと
らえ方と表現が生まれた生い立ち
も掲載されています。

です
12 月 28 日（木）
館内整理休館

12月 29日（金）～ 1月 4日（木）
年末年始休館

『かがくいひろしの世界』

ブロンズ新社

です

寄
贈
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書
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た

図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
    土・日・祝       9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日 )
   年末年始 ・ 蔵書整理期間等

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

◇ 12月図書館カレンダー ◇
1 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
2 土
3 日 10:30 ～クリスマスおはなし会
4 月 休館日
5 火
6 水 移動図書館車③温井 ･秋津
7 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車④太田 ･富倉
9 土
10 日 10：30～ブックスタート
11 月 休館日
12 火
13 水 移動図書館車①北原 ･常盤
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
16 土
17 日 10：30～おはなしひろば
18 月 休館日
19 火
20 水 移動図書館車③温井 ･秋津
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車④太田 ･富倉
23 土
24 日 10：30～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車①北原 ･常盤
28 木 館内整理休館日
29 金

年末年始休館30 土
31 日

Instagram

Web OPAC(蔵書検索・予約 )

随時更新中！

【ガラケーの方】【スマホの方】

■の日は休館です


